
６  Ａ案  

 

教材名：『天下一の絵師』をめざして 

主題名：あくなき向上心 内容項目：Ａ（3）向上心，個性の伸長 

１ ねらい  自己を見つめ、自己の向上心を図るとともに、個性を伸ばして充実した生き方 

を追求しようとする心情を育てる。 

 

２ 授業展開例 

学習活動（主な発問と予想される生徒の反応） 

◇ 今、自分の興味が向いていることについて伝え合う。 

 ① あなたが興味関心をもっていたり、熱中していたり、やり遂げたいと思ったりし

ていることは何でしょう。 

  ・部活でサッカーをするのが楽しい 

   ・習い事の書道を続けたいと思っている 

   ・ゲームをクリアすることに熱中している 

 

◇ 教材を読んで話し合う。（映像資料を視聴する） 

  ② 七尾を旅立ったときの等伯は、どんなことを考えていたでしょう。 

・能登では認められたが、京の都ではどうだろうか 

・京の都で、天下一の絵師を目指して学びたい 

 

③「私が描きたい絵は、一体どんなものだろう」という、等伯の湧き上がってくる 

思いとはどんなものでしょう。 

・天下一と言われるような、自分にしか描けない絵を描きたい 

・自分の美意識をとことん追求し、それを表現したい 

・どうして満足のいく絵を描くことができないのだろうか、と不安に思う 

 

◇ 自分との関わりで考える。 

④ あなたが芸術家としての等伯の生き方から学んだことはどんなことでしょう。 

・自分らしさを伸ばすために、投げ出したりせず自分なりにがんばり続けること 

・苦しいときも、よくなりたいと願って、学び続けたり、やり続けたりすること 

・妥協をせずに、理想を追い求め続けることで多くの人を感動させることができ

るということ 

 

３ 指導上の留意点及び工夫 

  ・①では事前にアンケートをとり、その結果を提示する。この段階でゲームや漫画と答

えた生徒が、本時の最後には自分自身を改めて見つめ直すことができるように留意す

る。 

・②で教材を読む前に、映像資料を視聴し、長谷川等伯についての大まかな理解を図 

る。また「松林図屏風」が日本の水墨画の最高傑作の一つであることを押さえる。 

・③では、学んでも学んでも満足できない等伯のイメージを膨らませ、グループ等で 

話し合いながらじっくり考えさせる。 

・④では、芸術家としての等伯の「向上心」や「個性の追求」の在り方に基づいて、生

徒自身の生き方や考え方に照らし合わせて考えられるように配慮する。 

 

４ 参考資料 ・映像資料集２（中学校）「６ 『天下一の絵師』をめざして」 



６ Ｂ案 

 

教材名：『天下一の絵師』をめざして 

主題名：高みを目指して 
内容項目：Ａ（4）希望と勇気， 

克己と強い意志 

１ ねらい 高みを目指して、その達成を目指し、希望と勇気をもち、困難や失敗を乗り

越えて着実にやり遂げようとする心情を育む。 

 

２ 授業展開例 

学習活動（主な発問と予想される生徒の反応） 

◇ 国宝「松林図屏風」を見た印象を話し合う。 

 ① この絵の印象を話してください。 

   ・濃淡があって奥深く見える   ・松林の中にいるような感じがする 

   ・こんな大きな作品どうやって描いたのだろう 

 

◇ 教材を読んで話し合う 

 ②「松林図屏風」が多くの人々の心をとらえるのはなぜでしょう。 

   ・息子を失った悲しみを克服しようとする思いが伝わるから 

   ・一見簡素に見えるが、濃淡で奥行きを感じさせるなどの手法が駆使されている 

から 

・霞や霧の中の松林が見る人の想像力を膨らませるから 

・等伯の絵を極めようとする思いが感じられるから 

 

 ③ 等伯は死の間際までどうして絵を描き続けたのでしょう。 

   ・描けば描くほどもっと良い絵を描きたくなるから 

   ・新しい目標が見えてくるから 

   ・今の自分の絵に満足できないから 

   ・絵を描くことが息子への思いを表現することになるから 

   ・絵を描くことで充実した思いを得られるから 

 

◇ 自分との関わりで考える 

 ④ 等伯の生き方に接して、あなたはどんなことを感じ取りましたか。 

   ・等伯のように命をかけて 1 つのことに没頭する生き方はなかなかできないが、

投げ出しそうな時にもう少し頑張ってみようと思えた 

     ・今の自分にはできないが、これから様々なこんなに出会った時に、思い出して

少しでも前向きになれるようにしたいと思った 

３ 指導上の留意点及び工夫 

   ・①では映像資料を視聴し、長谷川等伯について作品とともに理解させる。また、「松 

林図屏風」が水墨画の最高傑作であることも押さえておく。 

・④では絵師として認められながらもさらに高みを目指して絵を描き続けた等伯の生 

き方を理想や模範として提示するのではなく、自分との接点を見いだせるように促

す。 

４ 参考資料 

   ・映像資料集２(中学校)「６『天下一の絵師』をめざして」 


